
名前
① 教育講演会「地球温暖化に挑む海洋教育！」

について
② 無人島宿泊活動について ③ 食事（野外炊事含む）について ④ 海洋教育活動について ⑤ 海洋スポーツプログラムについて ⑥ その他キャンプ全般について

① 「海洋教育とSDGs」への具

体的なアイデア・案について

② 今後実際にやってみようと思うこと・実践し

たいと考えていることについて

① このキャンプについて、ど

ちらから情報を入手されました

か。

② 興味・関心のある項目につ

いて、チェックを入れてくださ

い。

③ YMCAからの情報をご希望

されますか

東京大学の先生のお話を聞く機会はなかなかな

いので非常に楽しみにしてました。オンライン

になると聞いて少し残念に思っていたのです

が、現地に来て講演していただけて本当にうれ

しかったです。

南太平洋の島々についてのお話がいちばん興味

を惹かれました。自分が社会科の教師をしてい

ることもあり、考えさせられるところが多々あ

りました。

最近の気温変動についても触れながら地球温暖

化についてお話しされ、未来への予測もお聞き

することができ、よい学びとなりました。

前日の夜に1からどうするか参加者で話し合い、

決めてから無人島にわたり、活動を行ったのが

よかったです。

どうなるかと思ったが、イカダもなんとか実現

できてよかったです。

ペットボトルをつかって海釣りをさせてもらっ

たり、夜中に海に入ったり、これまで自分が体

験したことのないことをさせていただいてとて

もよい経験になりました。

もう少し自分たちで自炊してもよかったかなと

も思いますが、プログラムあんなに盛りだくさ

んさせていただいたのでこれでいいのかなとも

思います。

おいしかったです。ありがとうございました。

事前にお知らせいただいたチラシの中に書いて

あった中で僕は海ほたるがいちばん見たかった

ので、海ほたるを採取して実際に見たときは感

動でした。

実際に海の中でプランクトンを見せてもらった

り、魚の群れを見せてもらったり、自然の中で

新しい学びがたくさんありました。

釣りも楽しかったです(僕は釣れませんでしたが

笑)。ありがとうございました。

たくさん体験させていただいて感謝の一言で

す！

ヨットとSUPは難しかったですが、和田さん、

キャンプリーダーの方々に助けていただきなが

ら楽しむことができました。ありがとうござい

ました。とてもたのしかったです！

3泊4日ぜんぶたのしかったです！

参加してよかったと思いました。

はじめは参加人数が少ないと聞き、実際に4人し

かいなくて大丈夫かなと思いましたが、キャン

プがはじまってみると人数の少なさはまったく

気にならなくなりました。活動が充実していて

あっという間に4日が終わりました。

帰りたくないなあと思いながら阿南国際海洋セ

ンターをあとにしました。また来たいです！

スタッフの皆さまありがとうございました。

勤務校でライオンズクラブと

タッグを組み、マイクロプラス

チックと琵琶湖の環境について

考える取組みを今しているとこ

ろです。

1日目の講演会で南太平洋の島々の国々について

のお話を聞いて、社会科の授業でももう少し詳

しく触れたいなと思いました。

自分ももう少し勉強します。

今回はSDGsリーダーズキャンプに参加しました

が、帰りのバスの中でジュニアリーダーキャン

プの概要を見せていただいて、子どもたちがど

のように活動するのか僕も見れたらなあとすご

く思いました。機会があれば子どもたちが参加

するキャンプにもお供させてもらえたらうれし

いなと思いました。

3月に大阪で行われた野外活動

ミーティングで
海洋教育, 気候変動, SDGs 希望する

普段聞く機会のない分野のお話を、しかもその

筋の専門の先生から直々にご説明頂く貴重な時

間でした。地球温暖化が環境に影響している事

実を改めて理解し、自分ができることはあるの

か考えさせられました。

みんなで決めた事を達成するために、それぞれ

が自然と得意分野を活かし、またお互いを尊重

し、黙々と努力すると言う、大人になってから

はなかなかしない事をした気がしました。また

振り返ってみて、こう言う場面で自分が取る行

動というのも改めて認識できた気がします。

量は充分すぎるくらいのボリュームがありまし

た。個人的には施設ではもう少しヘルシーなも

のがあると嬉しかったです。野外も若干足りな

いくらいがサバイバル感があって良いかもしれ

ません。

非常に満足です。体験の中でたくさんの学びが

ありました。

非常に満足です。道具の準備、運搬などの大変

さも知り、また細かい操作などもしっかりと教

えて頂き、リゾートでの体験と全く違いまし

た。

適度に安全が確保されている中で自由度がかな

りあり、でも困った時にはサポートしてくれる

と言う、非常に良いバランスだったと感じまし

た。

この体験の素晴らしさを周りの

子供がいる親世代に伝えます。

先生に教えて頂いたサイトなどで、海水温や波

の状況をチェックし、地球温暖化が海に与える

影響と自分ができることは何なのか、考えてみ

たい。

朝日新聞メルマガ
海洋教育, 生物多様性, 気候変

動, ESD教育, SDGs
希望する

学生の頃に学んでこなかったことであり、大人

になってからも知らなかったので、こうして講

演してくださったことが非常に勉強になりまし

た。海洋教育は単に海のことだけでなく、諸外

国との関係性を含めた外交のこと、地理や歴史

にも深く関わっているとても大切な視点である

とわかりました。

当初思っていたプログラムと異なったため、参

加者の気持ちの軌道修正をするのが大変でした

が、結果的に活動内容自体を自分たちで決めら

れたことは、とても有意義で面白い体験となり

ました。申し込み時は「無人島でキャンプをす

ること」がとても魅力的に感じていましたが、

終了してみると、実は「無人島」は気分を盛り

上げるためのエッセンスで、チームで何かを行

うことの難しさや行動内容を決めることの方が

重要だったのだと思いました。

大変個人的な感想を述べると、1日3食しっかり

食べて健康的でした。途中疲れが出たので、セ

ンターでの食事は、揚げ物が多い日は少し重た

かったです。ただそれは都会的な生活で自分の

胃が弱っているだけなので、本来はあれだけ活

動していればたくさんエネルギーをとっておく

べきなのでしょう…

野外炊事は、晩だけつくる、くらいがちょうど

いいのかもしれません。朝昼は用意してもらい

正解でした。

水中ドローンが故障したのは残念でしたが、ほ

ぼすべての活動をさせていただきとても面白い

体験ができました。リーダーズキャンプ終了

後、兵庫県の高砂での滞在期間がありました

が、加古川でパラオ式フィッシングでタコ釣り

をしました。釣って食べる面白さを覚えて、今

は釣り竿も購入しました。10月からは放送大学

でも、海洋学の受講を検討中です。

スポーツプログラムもほぼすべて体験させてい

ただき、海が身近になりました。カナヅチで泳

げないため、本当はマリンスポーツには恐怖心

があったのですが、どれも楽しく参加できまし

た。SUPでは積極的に海に落ちたので、少しそ

の恐怖心も薄れました。来年はスキンダイビン

グやダイビングにも挑戦できるよう、泳ぐ練習

をしようという気持ちになりました。

大人であればあるほど、「できるかわからない

けれどやってみる」という意欲を引き出すまで

に時間がかかるかと思いますが、今回は参加人

数が少なかったからこそできたことがたくさん

ありました。本来の定員数ではここまで手厚く

サポートしていただきながら、この数のプログ

ラムを実施することは恐らく難しかったと感じ

ます。参加者同士の仲も縮まりやすく、その点

で参加側としては大変なアタリ回でした（適切

な言い方ではないかもしれませんが）。またサ

ポートはありますが、ある程度放置されるのも

よい加減でした。

晩ご飯の後には飲み会まであり、とても有難く

うれしかったのですが、お腹がいっぱいで用意

していただいたお料理がそれほど入らないのが

無念でした。晩ご飯と宴会は一緒でも問題ない

ように思います。

これだけ海で遊べて釣りができ

るのは、海がきれいで、生き物

がいる環境が保たれている間だ

けであることは忘れてはいけま

せん。温暖化が影響して海中環

境が年々変化しているのであれ

ば、今ある環境が失われないよ

うにするために、地道でも日常

生活でCO2を減らす取り組みは

大切な一歩だと思います。電力

の節約、プラスチックごみを出

さない努力など、普段からよく

言われるエコ活動が、海の保全

にもつながっていることがわか

るだけで意識は変わると思いま

す。

釣りは続けたいと思っています。自分で釣るこ

とで、海や海の生き物について学んでいきま

す。また、海洋に興味を持ってもらえるような

ケータリングのイベントや、今後取り組む牡蠣

殻の再生利用のプロジェクトで、より海洋に近

いところで生きている人の話を聞く機会を持つ

ことを当面の目的にします。

朝日新聞メルマガ
海洋教育, 生物多様性, 気候変

動, ESD教育
希望する

なんとなく理解していた形の地球温暖化が

「待ったなし」だということを再認識させられ

ました。そして、それでは我々が今できること

はなんなのかを、今後の自身の重要課題のひと

つとしました。

元々アウトドア人間なので、特に刺激はありま

せんでしたが、内山先生のパワフルさと、参加

者各位の熱に、やっぱり人間が一番面倒で一番

面白いと再認識しました。

個人的には流木も多く、ラクチンな炊飯でした

が、子供たちがこの環境であれば、非日常を満

喫出来て得るところも多いだろうと感じまし

た。将来の軟弱日本人を減らすためにも指導活

動を続けて欲しいと願います。　　※カレーの

具材は、参加人数の減少に応じた量を望みます

（笑）←少し多すぎました。

非日常を満喫できました。内山先生の豊富な知

識に勉強になりました。

すべてにおいて楽しめました。また安全に配慮

されているので、子供たちも楽しめるプログラ

ムだと思いました。加えて、参加者の発案か

ら、ホントにいかだを作るとは思いませんでし

たが、持っている技術（ロープワークなど）が

活用でき、いろいろな意味で楽しめました。人

生で二度と作ることはないと思いますが、二度

目があるなら改善点は多々あります（笑）。

職種も年齢もバラバラな人間が、いきなり集

まって大阪梅田の雑踏から徳島の無人島へ。そ

の落差が楽しめました。予備知識なしで参加し

たことを正解だと思っています。

サンゴの白化、魚類の生態系の

北上など、頭では理解できます

が、いずれも自身の生活圏では

ない部分があります。帰宅して

からマウイ島の山火事、台風7

号の近畿縦断による水害、野生

の熊が富士五湖周辺や北海道で

出没していることなど、身近な

題材を絡めるほうが、より聴講

者の理解が深まると思いまし

た。

台風7号の水害ボランティアに行きましたが、若

年層のボランティアが減っていることに危機感

を覚えました。地球温暖化やウクライナ戦争な

ど情報はあふれていますが、行動を起こすこと

の重要性を子供たちに教えていけたらなと思い

ます。頭でっかちばかりでは、目先の現状は何

も変わらないことを伝えたいです。

失念しましたが、朝日新聞もし

くはネット上だと思います。
気候変動, SDGs, 子供の貧困 希望する

2023　SDGsリーダーズキャンプ　参加者振り返り


